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「きぬむすめ」栽培ごよみ
収量と収量構成要素の目標値
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月上～下旬移植)に適する。 3.多収である。 3.白葉枯病耐病性はやや弱いので、常発地での栽培は避ける。
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ン く確認する ・分げつ盛期から茎数が少ない、 出穂前10日頃に第２回穂肥を施用
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